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ICT 活用型避難訓練（ICTBED）では，仮想的な災害状況を表現したコンテンツを場所に対応させて携

帯情報端末（スマートフォンやタブレット）に提示し，どのような判断（避難行動の選択）をとるべき

かを参加者に考えさせる．著者らは，南海トラフ巨大地震により甚大な被害を受ける徳島県の小中学校

を中心に，ICTBED を実践してきた．本稿では ICTBED を概説した後，これまでの実践事例を紹介す

る． 

キーワード: スマートフォン／タブレット，避難訓練，学校防災教育，南海トラフ巨大地震 

1. はじめに 

我が国ではこれまで，地震・津波，台風・洪水，噴

火など多くの自然災害が発生し，甚大な被害を受けて

きた．このことから，国民の高い防災意識が期待され

るが，災害を他人事と考え，防災に関心をもたない人

も少なくない． 

防災意識を向上・維持させるには防災教育が有効で

あり，これまでさまざまな防災教育が実施されてきた．

特に近年，ICT（情報通信技術）を活用した防災教育

に期待が高まっており(1)，盛んに研究・開発・実践さ

れている．例えば，孫らは津波避難訓練用スマートフ

ォンアプリを開発している(2)．このアプリでは，訓練

参加者の現在位置を津波シミュレーションに重ねて表

示し，参加者に津波の位置とスピードを俯瞰させなが

ら避難場所まで移動させることで，訓練の緊迫感を高

めている．吉野らは Android 端末を用いた防災マップ

作成システムを開発している(3)．このシステムでは，

ゲーミフィケーションを導入するなどして，防災マッ

プ作成作業を動機づけている．田中らは，ゲーミング

の手法を応用し，不安全避難行動を誘発することで災

害時における知識と行動の不一致を疑似体験させる学

習支援を検証している(4)．畠山らは，避難時の主体的

な判断力などを育成するために，シナリオベースのモ

バイル避難訓練システムを開発し，高校生を対象にそ

の有用性を検証している(5)． 

著者らも ICT 活用型防災教育に着目しており，携帯

情報端末を用いた避難訓練や防災マップ作成など複数

のプロジェクトを立ち上げ(6)(7)(8)，実践にも取り組んで

きた(9)(10)．これらの取組の中で著者らは，防災教育の

多様化が必要であると主張している(11)．特に，防災教

育として一般的な避難訓練の多くは避難場所・経路の

確認が主目的となっており，避難中に発生しうる困難

な状況について訓練参加者に十分に考えさせていない．

例えば，“津波避難の途中に発見した負傷者を救助すべ

きかどうか？”について考えさせることはあまりない． 

このような背景から本研究では，防災教育の多様化
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のひとつとして，“考えさせる”を標榜した ICT 活用

型避難訓練（ICT-Based Evacuation Drill：ICTBED）

を提案・システム開発し，徳島県内の小中学校を中心

に実践してきた． 

本稿では，ICTBED を概説した後，これまでの実践

事例を紹介する． 

2. ICT 活用型避難訓練 

ICTBED において，訓練参加者は GPS 搭載の携帯

情報端末（スマートフォンやタブレット）をもち，自

由な経路で避難場所へ移動する．移動途中，参加者が

予め設定された場所（領域）に入るか，予め指定され

た時間になると，対応するコンテンツ（動画など）が

携帯情報端末に提示される．図 1に ICTBED 実施の様

子を示す． 

ICTBED は，避難シナリオとコンテンツにより災害

状況をリアルに表現し，参加者に判断（避難行動の選

択）を迫る．特に，“負傷者を救助するか？”，“家族の

安否確認のために自宅に戻るか？”という一種のモラ

ルジレンマ（自助か共助か）を疑似体験させることで，

災害や防災を自分事として考えさせる． 

2.1 避難シナリオ 

避難シナリオは，場所または時間に対応するシーン

およびシーン内のコンテンツ提示単位であるカットか

ら構成され，実際の災害時に“どこで”（シーン）“ど

のような災害状況”（カット）が発生しうるかについて

記述される．避難シナリオには条件を設定することが

可能で，条件分岐によりマルチエンディング（例えば，

避難成功／失敗）といったインタラクティブな避難訓

練を実現できる．図 2に避難シナリオの構成を示す． 

  

図 1 ICTBED 実施の様子（左：コンテンツを見る参加者，右：急いで避難場所へ移動する参加者） 

 

図 2 避難シナリオの構成 
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2.1.1 シーン 

避難シナリオは複数のシーンから構成される．シー

ンには以下の３種類がある． 

(1) 通常シーン 

通常シーンは場所と対応づけられ，GPS により参加

者の現在位置から認識される．参加者が通常シーンに

入ると，その場所で立ち止まってコンテンツを閲覧す

る． 

(2) 移動シーン 

移動シーンは通常シーンの間に設定され，参加者に

次の通常シーンへの移動を促す． 

(3) 割込シーン 

割込シーンは指定時間やシーン訪問からの経過時

間と対応づけられ，強制的に指定のコンテンツを提示

する． 

2.1.2 カット 

カットはシーンを構成し，コンテンツと対応づけら

れる． 

2.2 コンテンツ 

コンテンツ（テキストメッセージ，音声，静止画，

動画，スライドショー，選択式質問）はシーン（場所

や時間）に対応した仮想的な災害状況を表現し，選択

式質問で参加者に判断を迫る．選択式質問の回答に正

誤を設定すれば，コンテンツとしてクイズを提示でき

る． 

2.3 条件分岐 

避難シナリオには，以下のような条件分岐を設定で

きる． 

2.3.1 選択肢選択 

 選択式質問の回答に応じて，次のカットを変える．

例えば，“家族がまだ自宅に残っているかもしれない”

という状況に対して，“家族の安否確認のために自宅

に戻る？”と質問し，“自宅に戻る”と“避難場所へ

行く”という選択肢を示す．“自宅へ戻る”を選択し

た場合，次のカットでは“自宅へ急ごう！”という状

況を表現するコンテンツが提示される． 

2.3.2 正誤 

 クイズの正誤によって，次のカットを変える．例え

ば，“この場所には津波が来る？”と質問（クイズ出

題）し，不正解の場合，次のカットでは，その場所へ

の津波予想到達時間や浸水深に関するコンテンツを提

示する． 

2.3.3 訪問済みカット／シーン 

 特定のカット（当該シーン内に限定）またはシーン

に訪問したかどうかで次のカットまたはシーンを変え

る．多くの場合，選択式質問と組み合わせてカットを

分岐させ，到達したカットに応じて次のシーンを変え

る．例えば，“家族がまだ自宅に残っているかもしれ

ない”という状況に対して，“自宅へ戻る”を選択し

た場合，分岐により次のシーンは“自宅”となる． 

2.3.4 スコア 

選択式質問の回答にスコアを設定できる．参加者の

累積スコア（当該シナリオ内に限定）によって，次の

カットまたはシーンを変える．例えば，累積スコアに

応じてエンディング（シーン）を変えることができる． 

2.4 ICTBED アプリ 

ICTBED へ参加するには，著者らが開発した ICT

活用型防災教育 Web システム“防災ヤットサー”への

ユーザ登録に加え，GPS 搭載の携帯情報端末と専用ア

プリ（ICTBED アプリ）が必要になる． 

2.4.1 ICTBED 開始までの流れ 

訓練参加者は ICTBED アプリを起動させ，次のよ

うな流れで ICTBED を開始する． 

i. 訓練したい避難シナリオをダウンロードする． 

避難シナリオは XML で記述されており，関

連するコンテンツファイルとともにアーカイ

ブ化されている． 

ii. ダウンロードした避難シナリオを選択する． 

アーカイブファイルが解凍され，シナリオ

XMLファイルの内容がメモリに読み込まれる． 

iii. ICTBED を開始する 

解凍およびメモリ読み込みに成功すれば，指

定のスタート地点に赴き，ICTBED を開始する．

避難シナリオの実施期間設定などによって，開

始できない場合がある． 

2.4.2 ユーザインタフェイス 

(1) 通常シーン，割込シーン 

これらのシーンでは，立ち止まって閲覧するコンテ

ンツが提示される（図 3(a)）． 
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(2) 移動シーン 

移動シーンでは，テキストメッセージや音声に加え，

Google マップ上に参加者の現在位置を表示する．現在

位置に加えて次シーンの場所を表示することで，次シ

ーンへの円滑な移動を補助する（図 3(b)）． 

2.5 振り返り機能 

ICTBED アプリは避難訓練ログを記録している．参

加者は ICTBED 終了後，防災ヤットサーの振り返り機

能（サーバ）にログファイル（CSV ファイル）を送信

することで，避難訓練ログ（避難経路，閲覧したコン

テンツ，選択式質問の回答）を閲覧できる．参加者の

ユーザ権限によっては，同じ避難シナリオで訓練した

他参加者の避難訓練ログを閲覧することもできる．図

4に振り返り機能のユーザインタフェイスを示す． 

3. ICT 活用型避難訓練の実践 

著者らはこれまで，徳島県内の小中学校を中心に南

海トラフ巨大地震（南海地震）を対象とした ICTBED

を実践してきた．徳島県では，南海地震による激しい

揺れと沿岸部への津波襲来が予想されており，地震・

津波防災教育が重要課題となっている． 

3.1 学校における地震・津波避難訓練 

学校における地震・津波避難訓練の多くは，授業中

または休憩時間（児童生徒が校内にいる時間帯）に地

震が発生し，校内の避難場所（校庭や校舎の最上階）

へ移動するという避難シナリオを採用する．このよう

な避難訓練はもちろん有意義であるが，放課後（下校

時，単独在宅時，校区内で遊んでいる時など児童生徒

が校外にいる時間帯）の地震発生を想定した避難訓練

も重要である．放課後には，教師や保護者による直接

的な避難指示や避難場所への同行が期待できない場合

がある．よって，児童生徒は自ら考えて適切に避難し

なければならない．学校防災教育において，放課後の

地震発生を想定した避難訓練はまだ一般的ではない． 

さらに，校内の移動で完結する避難訓練は“校内に

は避難できない”という状況までは想定していない．

実際の地震では，校舎の火災や倒壊などにより校外へ

避難しなければならない状況も考えられる．よって，

校内から校外への避難訓練も重要である． 

3.2 ICTBED モデル 

従来の避難訓練は避難場所・経路の確認を主目的と

するため，避難場所に到着した時点で終了することが

多い．一方，考えさせる避難訓練を標榜する ICTBED

では，避難訓練中はもちろん，訓練終了後（避難場所

に到着後）に振り返りを通じて考えさせることをめざ

 

(a) 動画コンテンツ提示 

 

(b) マップ表示 

図 3 ICTBED アプリのユーザインタフェイス 

 

図 4 振り返り機能のユーザインタフェイス 
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している． 

振り返りを通じて，参加者には次のような動機づけ

が期待される．図 5に ICTBED モデルを示す． 

 「あの災害状況で異なる判断をしていたらどう

なっていただろう」と考え，同じ避難シナリオで

再度訓練に参加する． 

 「似たような災害状況に遭遇したら，どのような

判断をするだろう」と考え，類似した災害状況を

含む別のシナリオで訓練に参加する． 

 「疑似体験した災害状況を踏まえて，自分なりの

避難訓練を作りたい」と考え，避難訓練をデザイ

ンする（避難シナリオとコンテンツを作成する）．

すなわち，避難訓練の参加者から実践者へと移行

して防災教育に貢献する． 

このように，ICTBED モデルは循環型を理想として

いる． 

3.3 想定 

著者らは，南海地震によって発生しうるさまざまな

災害状況，地震発生時の児童生徒の代表的な状況を想

定して ICTBED を実践してきた． 

3.3.1 災害状況 

４つに大別した災害状況における代表的なシーン

を以下に挙げる． 

(1) 推奨避難経路からの逸脱 

 ブロック塀の倒壊や液状化現象などにより，推奨

避難経路を通行できず，別の道を通行しなければ

ならない． 

 自宅に残っているかもしれない家族の安否を確

認するために，自宅へ戻るか判断する．自宅に戻

る場合は，推奨避難経路から逸脱することになる．

結果的に，家族はすでに避難しており，時間のロ

スになってしまう． 

 知人の災害弱者（子どもやお年寄り）を救助する

ために，その知人宅へ行くか判断する．救助しに

行く場合は，推奨避難経路から逸脱することにな

る． 

(2) 負傷者や災害弱者の救助 

参加者が救助すると判断した場合，実際に重り（負

傷者や災害弱者に見立てた人形やリュックサック）を

持って避難を継続することになる． 

 避難途中に発見した負傷者を救助するかどうか

判断する． 

 保育園付近で保育士から，園児を避難場所まで連

れて行ってほしいと懇願される． 

(3) 自身の負傷 

 通行不可の道を無理矢理通行しようとすると，足

を負傷してしまう．この場合，参加者は実際の重

りを足に装着し，避難を継続することになる． 

 （割込シーンとして）余震が発生し，飛んできた

瓦礫に当たって目を負傷する．この場合，参加者

は実際に視野狭窄眼鏡（または簡易的な目隠し）

を装着して，避難を継続することになる． 

(4) 他者の避難行動 

他者の避難行動について，その是非について考えさ

せる． 

 車で逃げようとしている家族に遭遇する．その結

果，渋滞が発生している． 

 避難に適さない場所（津波が襲来する低地など）

に避難している人がいる． 

3.3.2 地震発生時の児童生徒の状況 

(1) 放課後に校外におり，学校への避難が必要 

放課後，友達と校外で遊んでいる時に南海地震が発

生する．約 2 分間の激しい揺れの後，津波が到達する

前（または自分たちが定めた制限時間内）に避難場所

である学校へ到着すべく避難を開始する． 

(2) 授業中で校内にいるが，校外への避難が必要 

授業中に南海地震が発生する．約 2 分間の激しい揺

れの後，避難場所である校舎へ移動しようとするが，

校舎で火災が発生し，運動場も液状化している．先生

も助けに来てくれないため，津波が到達する前（また

は自分たちが定めた制限時間内）に校区外の適切な避

難場所へ到着すべく避難を開始する． 

 

図 5 ICTBED の実践モデル 

避難訓練 振り返り
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3.4 参加者 

携帯情報端末を必要とする ICTBED には，一人（個

人）でも，携帯情報端末を共有すれば複数人（グルー

プ）でも参加できる． 

放課後に一人で過ごす児童生徒もいるため，個人単

位で ICTBED を実践する必要性は高い．しかし，学校

防災教育（防災授業）の一環として ICTBED を実践す

る場合，携帯情報端末の台数確保が難しい．また，自

由な経路を通ることができることから避難訓練中の児

童生徒の安全にも十分注意しなければならない．言い

換えれば，各児童生徒に同行するスタッフ（教師や地

域ボランティアなど）の確保も難しい． 

以上の点から，著者らはグループ単位で ICTBED を

実践してきた．グループ単位にすることで，話し合い

を通じて，判断（避難行動を選択）することが求めら

れる．具体的には，避難場所に到着するまでの時間的

猶予を考慮しながら，客観的な状況把握，意見対立，

説得といった過程を経て，迅速に判断（合意形成）し

なければならない疑似体験といえる．さらに，このよ

うな判断過程は，避難訓練の振り返りの際，議論の材

料になることが期待される．例えば，“避難途中で負傷

者を救助する？”という状況に対して，「とにかく困っ

ている人を助けたかった」，「自分の命が優先だと思っ

た」，「自分たちの力で助けられるか分からなかった」，

「避難の残り時間が気になった」，「他のメンバーとは

意見が違うけど多数派に従った」など意見を述べ，自

グループはもちろん他グループの意見も含めて，判断

についてじっくりと考えることができる．なお，モラ

ルジレンマに関しては，判断の是非（正解／不正解）

を結論づけることは難しいため，振り返り（議論）を

通じて帰結をめざすものではない． 

3.5 実践例 

継続的に ICTBED を実践してきた小中学校に焦点

を当て，ICTBED の実践例を紹介する． 

3.5.1 津波襲来が予想されている沿岸部の中学校 

 ここで例示する中学校は徳島市の沿岸部に位置し，

南海地震の発生から約 40 分後に津波（第一波・最大

波）が到達すると予想されている．これまでの実践で

は，3～5 名（主に 2 年生）から成る 3 または 4 つの

グループ（スタート地点は異なる）を形成し，40 分以

内に指定避難場所まで（約 1km）自由な経路で移動さ

せた． 

ICTBED では，“負傷者を救助する？”といったシ

ーンを積極的に採用するが，中学生は救助する側とし

てしばしば期待される．そこで，災害状況（シーン）

として負傷者や災害弱者の救助を多く含む訓練シナリ

オを採用した．つまり，訓練参加者（中学生）に“自

助と共助のジレンマ”ならびに“共助を成功させるた

めに普段からできること”を考えさせるねらいがあっ

た．共助には時間と肉体的負担がかかることがある．

例えば，負傷者を避難場所まで連れて行くには，長時

間背負う必要があるかもしれない．そこで，肉体的負

担（とそれに伴う時間消費）を疑似体験させるために，

負傷者や災害弱者に見立てた最大約 40kg の人形を用

意し，救助することを選択した参加者には実際にその

人形を運んでもらうようにした（図 6(a)）． 

全グループが避難訓練を終えて教室に集合してか

ら，“自助と共助のジレンマ”を主なテーマとした振り

 

(a) 人形を運びながら避難場所に移動する参加者 

 
(b) 振り返りの様子 

図 6 ICTBED の実践の様子 
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返りを開始した．振り返り機能を適宜使いながら，負

傷者の救助などについて各グループに意見を述べさせ，

意見対立などを起点として議論を深めていった．例え

ば，“子どもとお年寄り，どちらの救助を優先するか？”

という議論から，“どちらも助かるためには，自分たち

が普段できることは何か？”を考えさせ，「お年寄りが

どこに住んでいるかを把握しておく」，「誰が助けに行

くか予め地区で話し合っておく」などが提案された． 

3.5.2 津波襲来は予想されていない山間部の小学校 

 ここで例示する小学校は徳島県の西部に位置し，南

海地震による津波襲来はないものの，激しい揺れによ

る大きな被害が予想されている．これまでの実践では，

3～6 名（4，5 年生）から成る 4 つのグループ（教室

を共通のスタート地点とする）を形成し，各グループ

で話し合って決めた校外の場所（避難できそうな場所）

へ移動するという避難シナリオを採用した．この避難

シナリオでは，授業中に南海地震が発生し，火災や液

状化現象により学校には避難できないことを想定して

いる．また，参加者には“自助と共助のジレンマ”を

疑似体験させるが，主に家族（自宅にいるかもしれな

い妹または弟）の安否確認に焦点を当てている．これ

は，小学生にとって救助は負担が大きいと考えたから

である．津波襲来がないため，避難場所に到着するま

での制限時間は避難開始時に参加者に（選択式質問を

用いて）設定させた． 

避難場所に到着して学校へ戻り，全グループが教室

に集合してから，または，翌日に振り返りを実施した．

用意したワークシートに，“災害状況に対して考えたこ

と”，“どのような判断をしたか”，“判断の理由”を記

述させた後，振り返り機能を適宜使いながら，各グル

ープに遭遇した災害状況について発言させた．さらに，

共通する災害状況については，各グループからの意見

を起点に議論を深めた（図 6(b)）．家族の安否確認に

ついて，“家族はすでに避難していた”という状況から，

「家族で避難する場所を決めておく」，「家族を信じて

自分は避難場所へ行く」などが提案された． 

3.5.3 アンケート結果 

 例示した ICTBED の実践において，数日の回答期間

を設けて 5 段階アンケートを実施した．表 1に防災意

識の向上についての平均値と標準偏差を，表 2に家庭

で防災ついて話し合った参加者の数を示す． 

すべての実践において，防止意識に関する平均値が

4 以上となっており，ICTBED は防災意識を向上させ

るといえる．しかし，家庭で防災について話し合った

参加者は多くない．ICTBED を実施する学校はもとも

と防災意識が高い傾向があり，参加者は普段から家庭

で防災について話し合っている可能性がある．しかし，

従来の避難訓練とは異なる“考えさせる”ICTBED が

参加者から家庭に話題提供されていない状況は，その

目的が未達成であることを表しており，改善が必要で

ある． 

4. おわりに 

 本稿では，徳島県内の小中学校における ICTBED の

代表的な実践事例を紹介した．実践を通じて，防災意

識の向上を確認できた一方で，ICTBED が家庭での防

災学習に必ずしもつながっていないことが課題として

挙がった．学校防災教育は授業として実施するだけで

なく，家庭での学びといかに結びつけるかが重要であ

る．授業として実施した ICTBED を起点として，“子

どもから家庭（保護者）へ”，“家庭から地域へ”とい

う流れが理想的であり，実践的な防災の普及にも効果

的である．したがって，ICTBED の実践にあたり，家

表 1 防災意識の向上に関するアンケート結果 

 N AVG SD 

中学校 2014 年 20 4.25 1.04 

中学校 2015 年 6 4.16 0.37 

小学校 2015 年 19 4.47 0.59 

小学校 2016 年 23 4.13 0.67 

質問：ICT 活用型防災教育はあなたの防災意識を高めましたか？ 

回答：｛1: まったく思わない，2: あまり思わない，3: どちらで

もない，4: 少し思う，5: とても思う｝ 

 

表 2 家庭で防災について話し合った参加者数 

 はい いいえ 未回答 

中学校 2014年 5 13 2 

中学校 2015年 1 1 4 

小学校 2015年 9 6 4 

小学校 2016年 7 16 0 

 

－71－



庭を含めたモデルを検討することが必要である．また，

ICTBED 以外のさまざまな防災教育も取り入れた，長

期的かつ体系的な防災教育カリキュラムも必要である． 

今後は，学校防災教育に加え，地域の自主防災組織

や行政が主導する防災活動にも ICTBED を取り入れ

てもらうべく，働きかけを強化していきたい． 
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